	数学Ⅱ　不等式の表す領域（円）
	日時：平成15年9月5日（金）

	対象：高校2年C組文系(女子29名)　場所：コンピュータ教室
	使用ソフト：Grapes　形態：生徒操作

	〔目標〕　
（１）　点と円との位置関係を調べ，円の不等式が表す領域を理解する｡
（２）　円の不等式が表す領域を図示することができる。

	〔指導時間〕
１時間　　　　不等式の表す領域（直線）

１時間(本時)　不等式の表す領域（円）

	〔コンピュータを活用するねらい〕
（１）　半径を変化させていくつかの円を描き，円の不等式が表す領域を各自が確かめながら調べることができるようにする。
（２）　コンピュータで円のグラフや領域を表すことができるので，各人が自分のペースで確認をしながら問題演習を進めることができる。

	〔準備〕
　Grapesファイル，プリント


	時間
	授業内容・活動
	留意点

	15分
	〔プリントにしたがって進める〕
１．問題を把握する｡
(1)　 en.gpsを開かせ，陰関数を使って円のグラフを描かせる。(生徒Grapes，プリント)

　　　グラフを確認する｡(教Grapes)

　(2)　パラメーターaを変化させて円を描かせて，半径1の円との位置関係を調べさせる。(生徒Grapes，プリント)

(3)　半径が1より大きい場合と小さい場合の円と，半径1の円との位置関係を確認し，不等式の表す領域を説明する。（教プリントをモニターにて提示）
　(4)　Grapesを使って領域を確認する｡
	・円の式を復習する。

・円の場合，領域が円の内部と外部に分かれることを視覚的に確認できるような活動を十分にさせる。

	35分
	２．問題演習をする｡
(1) 問46を考えさせる。(生徒プリント)
(2) 解答をモニターにて提示して確認する。(教師)

３．連立不等式と領域について扱う。

(1) 問47を考えさせる。(生徒プリント)
(2) 解答をモニターにて提示して確認する。(教師)

４．プリントを提出させて，生徒の解答を確認する。
	・円の方程式の標準形（平方形）への変形を復習する。分かるところまで自力で考えてから，Grapesを使うよう注意する。

・境界を含む，含まないを区別するように注意する。




